
新猿楽記O Revision～序～
創 成 プ ロ グ ラ ム 始 動 !

古典文学×伝統芸能×メディアアート

KY()・ I・ ()

:2019年3月 21日 (木・祝 )

:16:00～17:15
:□―ムシアター京:者Fノースホール

開 催 日

開催 時間

会  場

時代の風と民衆の増壻で、文化が発酵し、醸造され、創成されていく

『新猿楽記』に描かれた 「猿楽」に代表される文化の作 り手 と、

それを支えた、文化の担い手たる京都の庶民。

双方の相関関係によって生み出される

京都の豊饒な文化創成のプロセスから着想 したイメージを

古代から現代、未来を繋 ぐパフォーマンス として創造する。

◇「新猿楽記」とは

平安時代中期に著された古典文学。著者は藤原明衡。ある晩、

京の猿楽見物に訪れた架空の家族・右衛門尉一家に仮託して当

時の世相・職業・芸能・文物などを列挙していつた芸能尽くし、物尽

くし、職人尽くしの書物。作者はある晩、京で猿楽見物をする。ここ

でいう「猿楽」は、平安時代におこつた滑稽な大衆芸能のこと。それ

は今までになく見事なものだつた、として、様々な猿楽のジャンルが

紹介され、名人と呼ばれる人々の芸能の論評を行う。そして、猿楽

見物に集まつた人々の中で特筆すべき存在として、下級貴族である
「右衛門尉一家」をとりあげ、右衛門尉の3人の妻、16人の娘とそ

の夫、9人の息子一人一人の描写が始まる。家族構成や各人の

容貌、生活態度に加え、各々の異なる職業や、それに関係ある事

物の品目がそれぞれの業界で使われる専門用語で記されている。
『新猿楽記』所蔵 :国立公文書館

◇「猿楽」について
「猿楽」は古代世界にあつた、西域、東アジアを原流とする雑伎、音楽、舞踊の総称である「散楽」がルーツとされる。西洋の要素勧日えて様々に発展し、日

本に,度来した「散楽」は、奈良時代、朝廷に保護湯丁官1楽」として発
・展するが、平安時イtになるとイ余々 に「宮楽」としての保護を失つていく。やがて下里予した

「散楽」は、寺ネ士や往豆頁などで盛ん(こイ子われるようになり、それらがやがて「猿楽」断提れるようになったとされてしる。
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「KYOTO STEAM―世界文化交流祭―」は′アート×サイエンス・テクノロジーをテーマに文化芸術の新たな可能性と価値を世界に問う新しい形態の国際的な文化・芸術の

祭典です。2019年 3月 にプレ事業として「KYOTO STEAM― 世界文化交流祭―prolog ue」 を開催します。

※STEAMとは Science(科 学LTechnology(技 術)′ Engineering(工 学)′ Atts(芸 術)′
Mathematics(数 学)

■ 主  催

■ 参加団体

■ 協力団体

■ 特別協賛

■ 協   賛

KYOTO STEAM― 世界文化交流祭 ―実行委員会

京都市/京都市立芸術大学/京都市美術館/京都市動物園/(公財)京都市芸術文化協会/(公財 )京都市音楽芸術文化振興財団

(公財 )京都高度技術研究所 /京都商工会議所 /京都経済同友会/日本放送協会京都放送局 /京都新聞社 /京都岡崎 蔦屋書店

(拗GK万ミ者β

京セラω /□―ムω

京扇子白竹堂/京とうふ藤野い/m京都銀行/京都信用金庫/京都中央信用金庫/いグランマーブル/月桂冠い/い江寿
いジェイアール西日本伊勢丹/ω滋賀銀行/いジュヴアンセル/m大丸松坂屋百貨店/ω高島屋京都店/宝酒造い/m淡交社
い藤井大丸/m丸久小山園/い緑寿庵清水

癬静ヽ
4ト

京都市 メこJt弁



◇「来斤猿楽記・Revision～序～」の倉」成にあたって 総合演出 :高橋浩
「新猿楽記」は古今稀にみる「猿楽」の集大成と、「右衛門尉一家」に仮託した京という都市機能を構成するあらゆるジヤンルの職業が網羅されて

いる。なぜ芸能である「猿楽」と、一見つながりのなさそうな観客席にいる「右衛門尉一家」が対比されて描かれているのか。一つには「芸能」を育て

るのは「観客」であり、猿楽に代表される「芸能者」を「文化の作り手」とすれば、「右衛門尉一家」に代表される観客は「文化の広め手」であり「担い

手」であろう。さらに、大勢の観客の中から「右衛門尉一家」だけがビックアップされた理由を考えると、自ずと「右衛門尉―家」が、猿楽と深い関りを

持つ一族であろうと想像できる。そこで我々は、平安時代、諸芸能のプロデュースや興行によって財力を蓄え、下級貴族の地位を獲得するに至つた

集団となると、彼らは仇儡子一族だったのではないかという推測に基づき、「右衛門尉―家」を、猿楽をプロデュースする、仇儡子出身の一族として

設定した。「猿楽」はユーラシア渡来の諸芸能を源流とする輸入された芸能であり、侃儡子も日本固有の民族ではなく大陸からの渡来人にルーツを

持つことが様々な研究によつて示唆されている。それらは古代日本の文化に対する寛容性を背景に、日本の風土に合わせた形態に変化しながら根
付いていく。我々はこの、本来インターナショナルな芸能であった「猿楽」や、それをプロデュースした渡来民族を祖とする「愧儡子」と呼ば71た芸能集団

をフィルターにして、相互の相関関係によつて日本の芸能(文化)が創成され、育まれ、磨かれていくプロセスをパフオーマンスという形で表現する。パ

フオーマンスの制作に際しては、最も重要なフアクターとなる日本初のプロ芸能集団。「愧儡子」の:本質に迫るため、人形をはじめとした様々なツールを

使いながら、身体の根源的な動きを追求し、国際協働プロジェクトによる制作体制を構築していく。

◆  プ □ グ ラ ム  ◆
●「来斤猿楽言己・Revision～序～」倉」成プログラムについて

●ワークショップのドキュメントロ央像上日央

●ワークインプログレス

●出演者紹介

●トークセッシ∃ン

コンセプトについて

登壇者紹介

・ワークシ∃ップについて

質疑応答

。「新猿楽記・revision～序～」の創成について 作品の方向性

ロワークインプログレス出)寅者

小笠原 匡/Eric de Sarria/Nancy Rusek/吉本 由美/青山郁彦 ●協力 :小林 ともえ/Simon Moers

□演奏

三原 智行/稲菓 明徳

ロ トークセッション登壇者

高オ喬浩/小笠J京 匡/Eric de Sarria/Nancy Rusek/小本木ともえ/′Simon Moers● MC:緒方涯更之・介

ロスタッフ

●総合演出 :高橋 浩/●照明・舞台監督 :林 高士/●音響 :徳竹 敏之/●進行 :田中 真琴/● 制作 :緒方 辰之介
●通訳 :川野 久美子

□協力

●美術協力 :ひだか和紙有限会社/●衣装協力 :株式会社丼筒企画/● ヴイラ九条山

□垂壼土昌者プロフィール

●高橋浩
演劇プロデューサー・演出家

映画の製作スタッフや舞台監督を経て、人形師辻村ジュサブロー氏のプロデューサーとしてワールドツアーモ行しヽ
1987年、故・蟷川幸雄氏の北米イギリスツアーを期に独立。フランス人演出家フィリップ・ジヤンティの日本ツ
アーを手始醐こサポーIЙ開始。以後、国内外の様 な々舞台、映像、イベン闊滞」作・演出に携わる。

(D)Erlc de lSarrla

俳優・演出家・劇団主宰

学生時代から演劇を始め、タンス、人形、アクロじMぜ演劇([おける様々な分野で俳優としてのキヤリアを

重ねながら、様々なショーや舞台の演出を手掛ける。現在、フランスに活動拠点を置きながら、子供たちを

対象にした人形やオブジェを使ったワークシップを世界中で運営している。

●Nancy Rusek
俳優・ダンサー・振付家
アントワープ|の「ロイヤリレ・ソヾレエ・フラングース・スクール」でクラカクノヾレエを与ち]ヾ。りl在は、グンサー

=辰
付家とし

てフランスで活動中。アンディ・デグロート、フィリップ・ドヴフレ、フィリップ・シルティなど、世界的演出家の作品
で
'レ

サー、振付家として活躍。

●小笠原匡
和泉流能楽師

初世 野村高、故八世 野村万蔵及び、九世 野村万蔵に師事。現在、『萬狂言』関西支部代表、

東京 大 阪 滋賀・千葉の
″
若菜の会

″
、「風流」、「延年之會」の主宰、千葉大学客員教授、放送

大学京都学習センター客員教授 、劇団「青年座」講師等を務める。

●ノ」ヽ本本ともえ (2019年ヴイラ九条山レジデント)

舞台美術家・衣裳デザ
｀
イナー

文化庁及び、ポーラ美術財団在外研修員として200フ 年に渡仏後 5年間、フィリップ・ジヤンテイ・カン

パニーで小道具、衣装担 当として3作品のクリエーシヨンに携わる。帰国後、「障子の国のテインカーベ

ル」(マルチエロ・マーニ演出、2014)、「カリカリ博士」(一糸座、2015)では人形美術を担当。

●Sirnon Moers(2019年 ヴイラ九条山レジデント)

イ非イ憂・マリオネットパフォーマー

勺 レギー国立高等舞台芸術学校 (フ リュッセル)で演劇を、フランス国立高等人形劇芸術学院 (シヤ

ルルウィル=メ ジエール)で人形劇を学ぶ。2011年に同期生とPRO]E~「 Dを 設立し、共同演 出て

BIg Cё rきTionle等 のマリオネット作品を発表している。

ザイテVl瓢義∴ 邸
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幸 余 ヴィラ九条山は、フランス外務・国際開発省管轄の文化機関です。アンスティチュ・フランセ日本の支部の一つとして

活動し、主要メセナのベタンクールシュエーラ財団とアンスティチュ・フランセの支援を受けています。
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